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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

研究代表者は強いリーダーシップを持って複数の技術開発と社会実装のチームを束ね，オンデバイス

学習技術（エッジAI）の確立と実用化を幅広く推進した。中でも、異常検出に注力して、効率的なオン

デバイス学習の基本アルゴリズムを開発し、超低消費電力型のオンデバイス学習チップの開発に成功し

たことは高く評価できる。そして、AIとIoTによるイノベーションを支援する基盤技術を開発し、実用的

に応用することを目的とした本CREST領域の戦略目標に非常によく合致していると評価できる。技術的

にはオンデバイス学習アルゴリズムや連合学習などの要素技術を開発し、さらにデータの多峰性やコン

セプトドリフトなどの実用上の課題を解決する技術を開発したことが特筆できる。実用面では、フィッ

クスターズ、理研、パナソニックなどと連携し、多くの実証事例を実施し、実用性（安全性など）を確

認している。特に、 

半導体製造会社ロームと協力して、30mW程度で学習と推論ができる実用的なデバイスの開発試作に成功

し、2023年に製品化、2024年に量産化する計画があり、社会的インパクトが期待される。 

組み込み機器など小型のハードウェア向け機械学習技術の国際フォーラムで招待講演されるなど、オ

ンデバイス学習の領域では世界でも最も有名な存在として認知されるようになった。一つの研究領域を

形成したと言える。点が線になり、線が面になる。様々なオンデバイス学習のアルゴリズムを開発し、

複数の企業と連携して、様々な応用分野で有効性を実証することが期待できる。 

以上、他に先駆けて超低消費電力型のオンデバイス学習チップを開発し、これらの成果が将来的に

様々な分野でのオンデバイス学習の利用を促進することが期待できる成果は高い評価に値する。 

 

A+ 非常に優れている 

 


